


症例報告　フレームワークシート　
（2025年度　積聚会学術大会用）
積聚会

症例報告の抄録を書く準備として情報を整理するためのワークシートです。
「症例報告　ワークシートの書き方」と合わせてご利用ください。
	[① 従来との違い]	＝「従来の過程」と違う現象・行動

	症例を分解し、どの段階に[従来との違い]があるかを探して下さい
症状：

所見：

介入：

経過

[従来の違い]の位置から、どのパターンに該当すると考えますか？
予期せぬ変化　・　工夫を加えた　・　珍しい病　・　新しいやり方　・　（追試）

	[② 新しい知見] ＝まだ発表されていない事実

	[従来との違い]を １つの文で説明して下さい



	[③ 主題]＝症例のどこに着目して発表するか

	[従来との違い]がどこにあるか、一単語で表してください


	[④ 既知の知識]＝[主題]に関する知識（歴史・理論など）

	[主題]に関する知識（出典も）を調べて書いてください










	[⑤ 問い]＝[新しい知見]の有意義さを確認するための情報

	[新しい知見]で「未知の知識」がどう解消するかを書いて下さい
わからなかったこと＝「未知の知識」は？：

「未知の知識」と[新しい知見]の関係は？：

[新しい知見]で「未知の知識」がどう解消する？：




	[⑥ 自分の説明]＝[新しい知見]の理由・影響を解明

	[新しい知見]とした現象が起きた理由や影響を考えてください







	[⑦ 患者データ]＝介入前の情報

	症例の症状・所見のうち[自分の説明]で使用したものは？
症状：



所見：




	[⑧ 臨床データ]＝介入中・後の情報

	症例の介入・経過のうち[自分の説明]で使用したものは？
介入（治療など）：


経過：



	[⑨ 結論]＝[問い]の問いに対する回答

	[自分の説明]から[問い] について分かったことはなんですか？





	[⑩ 課題]＝検証しきれなかった部分や新たな問い

	検証が不十分な部分や新たに気付いた問いはありますか？ 
検証が不十分な部分：


新たに気付いた問い：



	[⑪ 伝えたいこと]＝この報告がどう役立つか

	[結論]はどんな分野や状況でどのように役立ちますか？
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